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令和３年度事業報告

令和３年度決算概要

地域福祉課

障がい福祉課

介護事業課

総務課

収　入 金額 （円）

会費収入 27,328,067

寄附金収入 1,010,990

市などから補助金収入 136,081,269

市などから受託金収入 370,237,413

事業収入 ( 参加費 ・ 施設利用料等 ) 5,598,466

介護保険事業収入 821,884,466

就労支援事業収入 23,017,961

障がい福祉サービス等事業収入 277,167,530

その他の事業収入 13,855,970

その他の活動収入 247,767,433

合　　　　計 1,923,949,565

支　出 金額 （円）

人件費支出 1,228,545,884

事業費支出 205,644,635

事務費支出 158,503,368

就労支援事業費支出 23,300,677

助成金支出 12,748,908

その他の事業支出 4,963,744

施設整備等支出 119,181 ,705

その他の活動支出 36,334,827

当期末支払資金残高 134,725,817

合　　　　計 1,923,949,565

※令和３年度事業報告及び決算概要についての詳細は、 ホー

ムページをご覧ください。

朗
人
大
学
、
社
会
福
祉
大
会
、
各
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
住
民
交
流
イ
ベ
ン
ト
、

子
ど
も
食
堂
、
市
内
９
児
童
館
の
リ
モ
ー
ト

交
流
会
…
等
々
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
従
前
の
や
り
方
の
工
夫
や
変
更
、
新
た
な

事
業
の
立
ち
上
げ
を
通
し
て
、
地
域
の
方
と

共
に
事
業
を
推
進
し
ま
し
た
。
ま
た
、
当
会

職
員
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
担
う
生
活
支

援
体
制
整
備
事
業
で
は
、
小
地
域
に
お
け
る

住
民
相
互
援
助
活
動
の
仕
組
み
づ
く
り
や
居

場
所
づ
く
り
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
や
準

備
が
具
体
的
に
動
き
始
め
ま
し
た
。

「
歩
く
機
能
の
維
持
向
上
」
に
力
を
入
れ

て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
穂
高
で
は
、

機
能
訓
練
の
成
果
に
よ
り
ご
利
用
開
始
時
よ

り
も
元
気
に
な
ら
れ
て
、
介
護
保
険
を
使
わ

な
く
て
も
生
活
が
で
き
た
り
、
要
介
護
か
ら

要
支
援
と
な
り
、
他
の
サ
ー
ビ
ス
に
移
ら
れ

た
り
す
る″
卒
業
生
〟
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

ご
利
用
者
さ
ん
が
元
気
に
な
ら
れ
る
こ
と

で
、
ご
利
用
者
さ
ん
自
身
の
生
活
の
質
が
向

上
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
の
介
護

負
担
の
軽
減
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

国
内
の
福
祉
職
場
に
お
け
る
人
材
難
は
、

当
会
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
次
世
代
を

担
う
人
材
育
成
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
働
き
や
す
く
生
き
が
い
を
持
っ
て

働
け
る
職
場
、
頑
張
っ
た
職
員
が
報
わ
れ
る

職
場
づ
く
り
を
目
的
に
人
事
評
価
制
度
を
試

行
的
に
導
入
し
ま
し
た
。

公
平
か
つ
公
正
に
評
価
す
る
難
し
さ
な
ど

課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
研
修
等
を
実

施
し
な
が
ら
充
実
し
た
人
事
評
価
制
度
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

就
労
支
援
事
業
で
は
、
販
売
会
の
中
止

な
ど
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
売
上
を
維
持
す
る
た
め
、
販
売
方

法
の
検
討
や
受
託
作
業
の
拡
大
を
行
っ
た
結

果
、
過
半
数
の
事
業
所
の
工
賃
は
微
増
と
な

り
ま
し
た
。

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
通
所
を
控
え
て
在

宅
で
の
対
応
と
な
る
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、

定
期
的
に
連
絡
を
と
っ
て
健
康
状
態
を
確
認

す
る
と
と
も
に
生
活
リ
ズ
ム
を
崩
さ
な
い
よ

う
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
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安曇野市社協会費安曇野市社協会費
ご協力のお願いご協力のお願い

令
和
４
年
度

皆さまからご協力いただく会費が

「支えあい誰もが安心して暮らせる福祉のまち　安曇野」 をつくります。

例えば ・ ・ ・

普通会費１，０００円はこのように活用させていただきます。

※人件費には支出していません。

※令和４年度予算をもとに作成しています。

普通会費

賛助会費

特別会費

住民の皆さま

特にご理解を
いただける皆さま

法人 ・ 事業所の
皆さま

募集期間は
６～ 8 月末

※お住まいの地区にて

ご協力をお願いしております。

募集期間は
 10 ～ 12 月

　　　　　 ※職員が伺います。

１世帯

１,０００円

１口

2,０００円

１口

5,０００円

・ 総合相談窓口や拠点となる・ 総合相談窓口や拠点となる
支所の運営　など支所の運営　など

296 円

社協三郷支所社協三郷支所

・・ その他 22 円その他 22 円

・・ 社会福祉大会 57 円社会福祉大会 57 円

・・ 広報誌あづみん 47 円 広報誌あづみん 47 円 

災害時住民支え合いマップ研修

社協会費は皆さまの身近なところで使われています。
※区へ加入されていない方で、 社協会費にご協力いただける方は、 本所 ・ 各支所へお問い合わせください。

支部社協での「花植え事業」

・ 地域での支えあい活動・ 地域での支えあい活動
○支部社協や地区社協活動への還元や助成○支部社協や地区社協活動への還元や助成

○○災害時住民支え合いマップ作成のための研修会災害時住民支え合いマップ作成のための研修会

○福祉学習会 ・ 健康教室 ・ 福祉員活動の啓発○福祉学習会 ・ 健康教室 ・ 福祉員活動の啓発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

578 円
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情
報
誌

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

①

環
境
保
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

近
年
、
産
業
や
文
明
の
発
達
に
よ
り
環
境

破
壊
や
生
物
の
絶
滅
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
生
態
系
の
シ
ス
テ
ム
が
乱

れ
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影
響
が
及
ぼ

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
絶
滅
危
惧
種
の
生
息
環
境
を
整

え
、
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
身
近
な
と

こ
ろ
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、

SDG ｓ
の
ゴ
ー
ル
14

「
海
の
豊
か
さ

を
守
ろ
う
」
15

「
陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ
う
」

に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

②

消
毒
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延

に
よ
り
、
自
身
の
消
毒
だ
け
で
な
く
施
設
内

の
消
毒
も
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

安
曇
野
市
内
で
も
小
中
学
校
の
教
室
や

廊
下
等
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校
生

活
を
送
れ
る
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

消
毒
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、

SDG ｓ
の
ゴ
ー
ル
3

「
す
べ
て
の
人

に
健
康
と
福
祉
を
」
11

「
住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
」
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

はじめてみようボランティア

SDGs とボランティア　第 7 回

～身近なボランティア活動と SDG ｓはどのような関わりがあるのでしょうか～

～ボランティアの皆さまによる消毒活動～

令和 2 年 7 月から始まったこの活動は、 昨年度

までに延べ 6,500 人以上の皆さまからご協力を

いただいています。

あらためて心より感謝申し上げます。

今年度も市内 8 校で活動が続いています。

引き続き、 皆さまのご協力をお願いいたします。
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災
害
時
住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ

災
害
時
に
無
事
に
避
難
で
き
た
方
の
多
く
は
、
地
域
住

民
の
支
援
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。

災
害
時
や
緊
急
時
に
支
援
を
必
要
と
す
る
人
に
対
し
て

〝
い
つ
・
だ
れ
が
・
ど
の
よ
う
に
安
否
確
認
や
避
難
行
動

の
支
援
を
す
る
の
か
〟
を
明
ら
か
に
し
て
、
そ
の
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
視
点
に
立
ち
、
①

「み
ん
な
で
考
え
て
話
し
合
い
」

②

「
話
し
合
っ
た
結
果
を
地
図
に
書
き
込
み
」
③

「
必
要

な
人
を
支
援
す
る
た
め
の
計
画
を
つ
く
る
」、
こ
の
３
つ
の

成
果
が

「
災
害
時
住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」
だ
と
言
え
ま

す
。
安
曇
野
市
で
は
８４
地
区

（
＝
地
区
社
協
単
位
）
で
作

成
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
豪
雨
や
地
震
に
よ

っ
て
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
暮
ら
し
を
支
え
る
私
た
ち
社
協
は
、
こ
う
い

っ
た
災
害
時
に
お
い
て
も
支
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
地
域

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
た
め
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

完
成
し
た

「
災
害
時
住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」
は
、
地

域
の
避
難
訓
練
で
利
用
し
た
り
、
す
ぐ
に
取
り
出
せ
る
場

所
に
置
い
た
り
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
記
載
情
報
を
随
時
見
直
し
て
更
新
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

普
段
で
き
て
い
な
い
こ
と
は

「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
に

も
で
き
ま
せ
ん
。
災
害
時
に
マ
ッ
プ
を
活
用
で
き
る
よ
う

に
、
普
段
か
ら
ど
う
取
り
組
め
ば
よ
い
の
か
を
み
ん
な
で

考
え
て
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の

「
災
害
時
住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」
を
活
用
す
る

た
め
に
、
社
協
で
は
地
区
ご
と
の
研
修
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
作
成
や
更
新
の
お
手
伝
い
も
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、お
近
く
の
社
協
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、
被
災
者
や
被
災

地
を
主
体
と
し
つ
つ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
な
が
ら

地
域
の
復
興
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
組
織
が

「
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。

被
災
地
で
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
ま
す
。

災
害
時
に
支
え
合
う

地
域
を
め
ざ
し
て

「災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
」

３
年
前
の
台
風
１９
号
に
お
い
て
、
被
災
地
で
は
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
区
の
常
会
長
が
連
携
す

る
こ
と
で
、
「
助
け
て
」
の
声
を
上
げ
ら
れ
な
い
被
災

者
の
支
援
に
い
ち
早
く
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
地
域
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
地
域
住

民
の
方
が
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を
取
り
ま
と
め
て
セ
ン
タ

ー
に
つ
な
ぐ
こ
と

（
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
マ
ッ
チ
ン
グ
）

が
と
て
も
重
要
で
す
。

そ
の
役
割
を
担
う
の
が

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー

ダ
ー
」
で
す
。

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」

の
開
催

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
支
援
を
広
げ
る

た
め
に
は

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
」
が
必
要

で
す
。　

そ
こ
で
、
社
協
で
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
（８
月
以
降
）

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営

訓
練
」
の
実
施

昨
年
度
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

「
安
曇
野
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
訓
練
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」
受
講

者
の
皆
さ
ま
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
連
携
の
訓
練
も
行
う
予
定
で
す
。

支え合いマップ研修会の様子
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あづみ野エフエム放送で、 毎月社協の事業などを紹介しています。

番組内の１５分間の放送ですが、 ぜひお聴きください。

■笑顔いっぱい！児童館サークル

3 か月に 1 度、 不定期　第 1 月曜 午後 5 時～ 6 時半　

《あづみ野 You Gotta 情報局内》

■ささえあい社協サークル

毎月第 3 水曜 正午～午後 2 時　《おひさまサークル内》

ご寄付

いただき

ました

あたたかな善意ありがとうございますあたたかな善意ありがとうございます

ご厚意に深く感謝申し上げます。 （順不同） ご厚意に深く感謝申し上げます。 （順不同） 

■安曇野市シニアクラブ連合会明科支部　様　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,734 円

■東洋羽毛北信越販売株式会社　様　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ レトルト食品 ・ 缶詰等多数

■古川　政明　様　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 幼児向け遊び絵本 ・ 小中学生対話絵本 ・ 小中学生自主読本

■中村　道子　様　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 毛糸 ・ 布

■蛭田　和博　様 ・ 眞帆　様　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 卓球台 1 台 ・ 玉多数 ・ ラケット２個

■丸山　斌　様　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ サルビア１００本 ・ ケープタウンブルー３６本

■匿　　名　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ マスク ・ フェイスシールド

■匿　　名　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ フェイスタオル 1,000 枚

■株式会社とをしや薬局本部　様　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・菓子類　多数 （毎回）

■百瀬　陽子　様　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 飲料水 ・ 麺 ・ 佃煮 ・ 菓子類 （毎回）

■ （NPO 法人） NPO ホットライン信州　様　・・・・・・・・・食品類 ・ 飲料 ・ ランドセル ・ 衛生用品　ほか （毎回）

■河西　冨美子　様　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 絵本１０冊 （新品）

■アルプス地区社協　様　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 菓子 ・ のり ・ カップ麺 ・ レトルト食品など

■匿　　名　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10,000 円

■匿　　名　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 缶詰　１４個

■匿　　名　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 菓子 ・ 食品類 ・ 衛生用品

■匿　　名　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ レタス 21 個

あづみのｃｏｃｏｒｏカフェへのご寄付

花色の変化も楽しめる 「ケープタウンブルー」 の苗
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穂高北部　TEL 83-5494

◎みんなあつまれ

「ハッピーバースディ」

7月１5日（金）10：30～11：30

乳  

お誕生月のお友だちは手形が

とれます。　

◎みんなあつまれ

「ぴよぴよおしゃべりタイム」

７月１９日（火）10：30～11：30

１歳未満＆マタニティの方  ８組

児童館からお知らせ

■ 7 月休館日　 3 日 ( 日 )　10 日 ( 日 )　17 日 ( 日 )　18 日 ( 月 ) 海の日　24 日 ( 日 )　31 日 （日）

豊科中央　TEL 72-0122

◎おはなし会

７月１１日（月）11：00～11：20

乳
「おはなしムーン」 さんによる

読み聞かせです。

　　　　　　　

◎チャレンジタイム「夏の卓球大会」

７月２９日（金）10：30～11：30

小  予約  10名

持物  上履き・飲み物・タオル

穂高中央　TEL 84-0762

◎チャレンジタイム

「ボッチャで遊ぼ♪」

７月　２日（土）10：30～11：30

小  予約  10 名

持物  飲み物

◎おはなしの会

７月２０日（水）11：00～11：20

乳
「おはなしどりぃむ」 さんによる

読み聞かせです。

堀金　TEL 71-2122

◎みんなあつまれ「読み聞かせ・工作」

７月１５日（金）10：30～11：30

乳  予約  10 組

◎チャレンジタイム 「クラフト教室」

７月１６日（土）10：30～12：00

小・中  予約  8 名　

費用  １００円

持物  はさみ、物差し、洗濯ばさみ

クラフトバンドを使ったかごや

入れ物を作ります。

三郷　TEL 76-0185

◎ちょこっとタイム

「読み聞かせとかんたん工作」

７月15日（金）10：30～

乳

◎みんなあつまれ

「だっこちゃん café」

７月２１日（木）10：30～11：30

0 ～ 1 歳未満  予約  8 組

持物  赤ちゃんを寝かせるタオル

明科　TEL 62-2482

◎ 「アウトドアクッキング

～手作りうどん～」

７月 2日（土）10：00～11：30

小  予約  10 名　 費用  １００円

持物  タオル、 飲み物、 エプロン、

　　　　三角巾

◎チャレンジタイム「クライミング教室」

７月 ９日（土）10：00～11：30

小  予約  15 名

持物  タオル、 飲み物、 上履き

穂高西部　TEL 82-2527

◎おはなし会～読み聞かせ～

７月２５日（月）11：00～11：20

乳  

高家　TEL 72-5685

◎地域の知恵袋 「七夕まんじゅう」

７月　2日（土）10：30～

乳  予約  10組

費用  100円

持物  エプロン・三角巾・マスク

◎読み聞かせ

７月15日（金）10：30～11:30

乳
「おはなしムーン」 さんによる

読み聞かせです。

ファミリー ・ サポート依頼会員登録会 【7 月】

■豊科中央児童館　 1日（金）　■三郷児童館　6日（水）

■穂高西部児童館　20日（水）

■受付　10：20　説明会　10：30（登録）

■登録は無料です。※身分証明書（免許証等）が必要です。

■問合せ

ファミリー・サポート・センター　電話71-1125

予約 …要予約　 乳 …対象乳幼児　 乳１ …対象 1歳児　 小 …対象小学生
持物 …持ち物　 乳０ …対象０歳児　 乳２ …対象 2歳児　 費用 …必要（金額）

南穂高　TEL 71-5150

◎児童館夏まつり

７月１９日（火）10：30～11：30

７月２０日（水）10：30～11：30

乳  予約  各日 10 組

費用  100円

◎みんなあつまれ「ママキッズビクス」

７月２１日（木）10：30～11：00

乳  1 歳児以上の親子

予約  10 組　 持物  上履き、飲み物

運動のできる服装でお越しください。

事業紹介動画を作りました。 ホームページから

ご覧いただけます。

育児相談日 【7 月】
時間　１０：３０～１２：００

■豊科中央	 8日（金）	 ■堀金	 11日（月）

■高家	 8日（金）	 ■明科	 14日（木）

■南穂高	 8日（金）

■穂高中央	 15日（金）

■穂高北部	 8日（金）

■穂高西部	 1日（金）

■三郷	 1日（金）
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■発 行 日	 2022年6月16日（木）

■編集 ・ 発行	 社会福祉法人 安曇野市社会福祉協議会

■ E-mail	 sasaeai@azuminoshakyo.or.jp

■ U R L	 azuminoshakyo.jp

■印　　　刷	 有限会社 安曇印刷

※社協だより「あづみん」は皆様の会費によって発行されています。

※社協だより「あづみん」の配布についてのお問い合わせは、㈲ペーパー・

シャワーズ まかせて安曇野 TEL（０２６３）８８-４９８６までお願いします。

8
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●お楽しみ会　13：00～15：00

■豊科支所　7月 8日（金）

■穂高支所　7月 5日（火）

■三郷支所　7月１3日（水）

■堀金支所　7月１9日（火）

■明科支所　7月 １2日（火）

※明科は10：00～12：00

※
状
況
に
よ
り
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

最
新
情
報
は
各
支
所
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

●介護相談

■居宅介護支援センター

■平日８：30～17：30

（土曜・日曜・祝日は除く）

■電話７１－５７３５

●心配ごと・行政相談　13：００～16：００

■豊科支所（豊科ささえあいセンターにじ）

★	7月27日（水）

■穂高支所	 7月12日（火）

■三郷支所★	7月28日（木）

■堀金支所	 なし

■明科支所★	7月 8日（金）

8

ホームページ

令和５年４月採用総合職員を募集します。

新規学卒の方、 第二新卒の方、 大歓迎です。 詳しくは、 ホームページの

採用情報をご覧いただくか、 本所総務課までお問い合わせください。 　（TEL ： 72-1871）

職員募集

相
談
は
無
料
で
す
。

★
印
は
行
政
相
談
を
同
時
開
催

□本 所	 〒 399-8205	 長 野 県 安 曇 野 市 豊 科 4 1 6 0 - 1	 TEL(0263)72-1871	 FAX 72-9130

□豊 科 支 所	 〒 399-8205	 長野県安曇野市豊科 4027-3	TEL(0263)73-7143	 FAX 73-7147

□穂 高 支 所	 〒 399-8303	 長野県安曇野市穂高 5808-1	 TEL(0263)82-2940	 FAX 82-9621

□三 郷 支 所	 〒 399-8101	 長野県安曇野市三郷明盛 2198-1	TEL(0263)77-8080	 FAX 77-8081

□堀 金 支 所	 〒 399-8211	 長野県安曇野市堀金烏川 2132-6	TEL(0263)73-5288	 FAX 73-5775

□明 科 支 所	 〒 399-7101	 長野県安曇野市明科東川手 606-2	 TEL(0263)62-2429	 FAX 62-5025

大募集！大募集！ あなたの写真で社協だより　「あづみん」　の
表紙を飾りませんか？ ～創刊１００号記念企画～

おかげさまで、 社協だより 『あづみん』 が創刊 「１００号」 を迎えました。

そこで、 記念企画として今年度のあづみんの表紙を飾る写真を皆さまから募集することといたしました。

入賞作品（6点）は、社協だより『あづみん』の表紙にカラーで掲載させていただくほか、 社協すてっぷ

ワーク製品を贈呈いたします。 ふるってご応募ください。

■募 集 期 間　令和４年５月２０日～令和４年７月３１日

■応 募 資 格　市内在住、 在勤、 在学の方

■写真テーマ　「安曇野の暮らし」

■応 募 方 法　データ送付または郵送

※ホームページの応募フォームから画像データを添付いただくか、 応募用紙に記入のうえ写真とともに

郵送してください。 （詳しくは、 ホームページをご確認ください。）

■お 問 合 せ　社協本所　TEL ： 72-1871

『社協だよりあづみん１００号記念企画』 ページ

URL 　http://azuminoshakyo.jp/publics/index/351

社協だより 「あづみん」 創刊１００号に寄せて

いつもご愛読いただきありがとうございます。

社協だより 「あづみん」 は、 市町村合併に伴い安曇野市社協となったことを機に 「第１号」

を発行してから、 おかげさまで創刊 「１００号」 を迎えました。

この節目の機会をお借りして、 あらためて地域の皆さまに感謝申し上げます。

これからも皆さまに親しんでいただけるよう、 充実した広報誌を目指してまいります。

今後ともご支援のほどよろしくお願いいたします。 　

　　　　　　　　　　　　　　　会長　小松　正直

※各種事業は状況により中止や変更となる場合があります。 事前にご確認ください。


